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朝
霧
の
山
並
み
（
広
島
県
北
広
島
町
）

　

夏
目
漱
石
は
伊
豆
・
修
善
寺
温
泉
で
吐
血
し
、
人

事
不
省
に
陥
っ
た
。
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
の

夏
、
世
に
言
う
「
修
善
寺
の
大
患
」
で
あ
る
。
生
死

の
境
界
を
さ
ま
よ
い
、
小
康
を
得
た
。〈
横
に
見
る

世
界
と
竪た
て

に
見
る
天
地
と
異
な
る
こ
と
を
知
る
〉
と

日
記
に
書
い
て
い
る
。
健
康
な
日
々
が
「
竪
」
の
暮

ら
し
、
病
床
の
時
間
が
「
横
」
の
暮
ら
し
だ
ろ
う
。

　

横
に
見
る
世
界
で
は
人
の
情
け
が
身
に
し
み
た
ら

し
い
〈
仰あ
お

向む
け

に
寝
た
余よ

は
、天
井
を
見
詰
め
な
が
ら
、

世
の
人
は
皆
自
分
よ
り
も
親
切
な
も
の
だ
と
思
っ

た
〉（『
思
い
出
す
事
な
ど
』）。
医
師
や
看
護
師
は
申

す
に
お
よ
ば
ず
、
友
人
知
己
か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
人

ま
で
が
寄
せ
て
く
れ
た
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
す
る
気

持
ち
は
、
大
病
を
経
験
し
た
人
な
ら
ば
ご
存
じ
だ
ろ

う
。

　

か
く
申
す
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
７
月
に
脳
梗

塞
を
患
い
、半
月
ほ
ど
入
院
し
た
。手
当
て
が
早
か
っ

た
お
か
げ
で
、
発
症
か
ら
４
時
間
以
内
に
用
い
れ
ば

血
栓
の
相
当
部
分
を
溶
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

薬
剤
が
間
に
合
い
、後
遺
症
は
幸
い
そ
う
重
く
な
い
。

９
月
か
ら
コ
ラ
ム
書
き
の
仕
事
に
復
帰
し
て
い
る
。

仕
事
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
後
遺
症
を
ひ
と
つ
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、
人
の
情
け
が
身
に
し
み
す
ぎ
て
気
持
ち

が
妙
に
優
し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

女
優
の
高
峰
秀
子
さ
ん
は
若
い
頃
、
映
画
監
督
の

山
本
嘉
次
郎
に
教
わ
っ
た
と
い
う
。「
普
通
の
人
で

も
タ
ク
ア
ン
は
臭
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
で
も
、
俳
優

は
普
通
の
人
の
２
倍
も
３
倍
も
臭
い
と
感
じ
な
き
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
な
」。
回
想
談
に
あ
る
。
タ
ク
ア
ン
は

も
の
の
た
と
え
で
、
喜
怒
哀
楽
の
感
受
性
を
指
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　

コ
ラ
ム
書
き
も
俳
優
と
同
じ
く
喜
怒
哀
楽
、
な
か

ん
ず
く
世
の
不
正
に
対
し
て
は
人
の
２
倍
も
３
倍
も

公
憤
を
感
じ
な
く
て
は
務
ま
ら
な
い
商
売
で
あ
る
。

そ
れ
が
退
院
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
や
け
に
人
間

が
ま
る
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
我
な
が
ら
少
々

困
惑
し
て
い
る
。
怒
り
を
忘
れ
た
コ
ラ
ム
書
き
も
い

ず
れ
は
歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
の
よ
う
に
、「
う
し

ろ
の
山
」
に
捨
て
ら
れ
る
さ
だ
め
か
も
し
れ
な
い
。

　
〈
生
き
て
仰
ぐ
空
の
高
さ
よ
赤あ
か
と
ん
ぼ

蜻
蛉
〉（
漱
石
）。

ま
あ
何
は
と
も
あ
れ
、
生
き
て
秋
の
空
を
仰
ぐ
こ
と

が
で
き
た
身
で
あ
る
。
う
し
ろ
の
山
も
ま
た
楽
し
か

ら
ず
や
。
そ
う
思
わ
ぬ
で
も
な
い
。

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
藤
原
会
長
が
出
席
～
28
年
度
概
算
要
求 

地
方
創
生
、
分
権
改
革
推
進
で
意
見
～
……
…
⑵

遠
藤
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
臣
と
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
藤
原
会
長
が
出
席
…
…
…
⑼

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
け
る
「
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
・
タ
ウ
ン
構
想
」
の
推
進
に
つ
い
て

内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会　

推
進
本
部
事
務
局　
　

（
内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
）
内
閣
参
事
官　

羽
生
雄
一
郎
…
⑽

大
磯
町
を
楽
し
も
う
！
～
観
光
を
通
し
た
持
続
可
能
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
～
＝
神
奈
川
県
大
磯
町
…
…
…
…
⒀

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒄

新
日
本
歩
く
道
紀
行
１
０
０
選
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⒅

“
住
ん
で
み
た
い　

住
ん
で
良
か
っ
た
”
魅
力
あ
る
村
を
目
指
し
て
……
長
野
県
松
川
村
長　

平
林　

明
人
…
⒆

活	

動

活	

動

政	

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情	

報

情	

報

随	

想

コラム

カ
ナ
リ
ア

竹 

内　

政 

明

読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員

コ
ラ
ム『
編
集
手
帳
』
執
筆
者

ま
さ

あ
き

う
ち

た
け
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年
齢
、
誕
生
日
、
性
別
不
詳
。「
ヒ
エ
シ
マ
（
収
穫
し
た
雑

穀
の
ヒ
エ
を
乾
燥
さ
せ
て
人
物
大
に
積
み
上
げ
た
束
）
か
ら

生
ま
れ
た
妖
精
。“
ヒ
エ
”
シ
マ
か
ら
“
ポ
ー
ン
”
と
生
ま

れ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
ら
し
い
。
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情 報

道による新たな地域の活力創出 

日本には、独自の文化、芸術、歴史と共に美しい自然があります。 

そこに人がかかわって生きております。そして人が生きるところに道があります。 

道は各々の地域を結び人の往来は勿論のこと、物の交流も伴って我国の発展に関わって参りました。 

今回、新たな視点から道を見直し、観光資源、健康資源として歩くことで観えてくる。また、歩くことで健康になる。そし

て地域の活力にも役立てることを意図いたしまして、昨年10月10日より全国から募集を開始し、本年3月20日に第1期

の募集を締め切りました。 

その結果、全国４７０自治体及び団体から８２５コースの道の応募があり、厳正なる選考を経て４９３の道資源が 

第1期の新日本歩く道紀行100選シリーズに選定されました。 

選定されたコースにつきましてはホームページにて全国に発信するほか、ツーリズムウォークを促進させていくための

様々な取り組みが用意されております。 

分 類 道のテーマ 応募総数 選定数 

歴 史 
文 化 

 (1)歴史の道     221      100  

 (2)文化の道     161       98  

 (3)こころと祭りの道      53       33  

自 然  

 (4)絶景の道      70       45  

 (5)森の道      76       56  

 (6)水辺の道     102       74  

 (7)ふるさとの道      78       49  

物 産 

 (8)食の道      20        9  

 (9)港（湊）町今昔の道      24       16  

 (10)温泉の道      20       14  

合    計     825      493  

＜選考委員会＞ 

名誉顧問 石原信雄（一般財団法人地方自治研究機構会長） 

委員長 下光輝一（公益財団法人健康・体力づくり事業財団理事長） 

副委員長 谷口博昭（一般財団法人国土技術研究センター理事長） 

選考委員 須田寬（日本商工会議所観光委員会共同委員長） 

        （東海旅客鉄道株式会社相談役） 

  〃 石田東生（国立大学法人筑波大学大学院教授） 
         （特定非営利活動法人日本風景街道コミュニティ代表理事） 

  〃 古賀方子（特定非営利活動法人全国街道交流会議専務理事）  

  〃 小栗正光（一般社団法人日本ウオーキング協会会長） 

  〃 多賀道正（リゾートソリューション株式会社代表取締役） 

  〃 小谷野悦光（株式会社日本旅行常務取締役） 

  〃 井上成美（株式会社ジェロントロジースポーツ研究所代表取締役） 
 

 
      

 
厚生労働省健康局がん対策・健康増進課 
農林水産省農村振興局整備部 
経済産業省商務情報政策局ヘルスケア産業課 
国土交通省道路局環境安全課道路環境調査室 
環境省自然環境局総務課自然ふれあい推進室 
国土地理院地理空間情報部 観光庁観光地域振興部 
文化庁文化財部  

＜選考アドバイザー＞ 

＜第一期選考結果＞ 

新日本歩く道紀行100選シリーズ運営委員会事務局 
〒101-0063  東京都千代田区神田淡路町2-9-11東種類ビル6F 

（㈱ジェロントロジースポーツ研究所内）  
TEL：03-6206-9101 FAX：03-6206-8192 （担当：井上・浅見・渡邉） 

http://www.michi100sen.jp 

第二期募集のお知らせ 

※認定コースは以下のホームページで発表されています 
「新日本歩く道紀行100選」  http://michi100sen.jp/ 
「歩きんぐくらぶ」        http://alkg.jp/ 

－ 応募要項 － 
１．募集テーマ 歴史・文化、自然、産物の三分類の中から 

右表の道の１０テーマに基づき募集します。 
            ※（）内の数字が今回選定する数です 

２．応募方法  詳細はホームページをご覧ください 

  http://www.michi100sen.jp 
３．応募期間    （第二期）  
            ２０１５年１１月２１日～２０１６年３月２０日 

①歴史の道(0) 
②文化の道(2) 
③こころと祭り 
      の道(68) 

④絶景の道(54) 
⑤森の道(56) 
⑥水辺の道(27) 
⑦ふるさとの道(51) 

⑧食の道(91) 
⑨港（湊）の町 
  今昔の道(84) 
⑩温泉の道(86) 

歴史・文化 物  産 自  然 

新日本歩く道紀行100選10のテーマ 

第一期で１００コースに満たなかったテーマについて第二期募集を行います！！ 

平成27年10月26日　18第2938号
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随 想

随 想
　

松
川
村
は
、
長
野
県
の
北
西
部
、
北
安

曇
郡
の
南
端
、
安
曇
野
の
北
寄
り
に
位
置

し
、
東
西
10
・
8
㎞
、
南
北
7
・
3
㎞
、

四
隣
は
北
に
大
町
市
、
南
に
安
曇
野
市
、

東
は
池
田
町
に
面
し
て
い
ま
す
。
北
西
部

に
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
が
そ
び
え
、

こ
の
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る
高
瀬
川
、

乳
川
、
芦
間
川
、
中
房
川
と
い
っ
た
一
級

河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、西
に
は
、

安
曇
富
士
と
称
さ
れ
る
有
明
山
の
麓
に
神

戸
原
扇
状
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
村

の
面
積
の
約
56
％
は
森
林
、
約
25
％
は
農

地
が
占
め
て
お
り
、
国
道
を
境
に
東
側
は

住
宅
地
が
集
積
し
、
西
側
は
田
園
地
域
が

広
が
り
、
西
部
山
岳
地
帯
は
ほ
ぼ
手
つ
か

ず
の
森
林
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
町
村
制
施

行
に
よ
り
現
在
の
松
川
村
が
誕
生
し
、
以

降
一
度
の
分
村
・
合
併
も
な
く
着
実
な
発

展
を
続
け
、
国
勢
調
査
で
は
常
に
人
口
が

増
加
し
て
き
て
お
り
、
２
０
１
５
年
に
は

村
制
施
行
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
０
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
の
結
果
か
ら
、
松
川
村
の
男
性
の
平

均
寿
命
が
82
・
2
歳
と
な
り
、「
男
性
長

寿
日
本
一
の
村
」
と
し
て
一
躍
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
先
輩
た

ち
が
培
っ
て
き
た
松
川
村
の
素
晴
ら
し
い

環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
で
日
々
暮
ら

し
て
い
る
村
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

村
の
か
じ
取
り
を
担
う
一
人
と
し
て
誇
り

に
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

松
川
村
で
は
、
近
年
多
様
化
す
る
観
光

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
村
の
豊
か
な

自
然
、
貴
重
な
文
化
遺
産
、
風
光
明
媚
な

田
園
風
景
、
清
ら
か
な
水
と
空
気
、
豊
か

な
土
で
育
ま
れ
た
農
産
物
な
ど
、
優
れ
た

観
光
資
源
や
素
材
を
大
切
に
し
た
、
地
域

の
個
性
や
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
地
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
や
す
ず
む
し

荘
、
道
の
駅「
安
曇
野
松
川
」な
ど
の
観
光

施
設
に
は
、
年
間
約
54
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
安
曇
野
ち

ひ
ろ
美
術
館
は
、
１
９
９
７
年
の
開
館
以

来
、村
の
観
光
の
核
と
し
て
、周
囲
の
安
曇

野
ち
ひ
ろ
公
園
と
と
も
に
村
の
観
光
産
業

の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
広
く

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
安
曇

野
市
と
大
町
・
松
川
地
区
に
開
園
し
た
国

営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
の
中
間
地
点

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
、
松
川
村

の
観
光
産
業
発
展
の
更
な
る
可
能
性
を

持
っ
た
施
設
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

松
川
村
で
は
、
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

を
核
と
し
た
西
原
地
区
の
観
光
エ
リ
ア
に

つ
い
て
、「
農
業
と
食
」「
休
息
と
創
造
」「
自

然
と
遊
び
」
を
3
つ
の
基
本
的
な
空
間
構

成
と
し
て
位
置
付
け
、
さ
ら
に
は
、
隣
接

す
る
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
と
も
縁
の
深

い
黒
柳
徹
子
氏
の
著
書
で
あ
る
『
窓
ぎ
わ

の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
の
世
界
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
広
場
」
を
再
現
し
、

そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
古
き
良
き
時
代
の

日
本
人
の
生
き
方
や
、
少
し
不
便
で
も
上

手
に
自
然
と
共
生
し
て
い
た
時
代
の
あ
り

方
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
食
と
農
と
命
の
育
み
を
実
現
す
る

循
環
型
農
業
に
よ
る
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
提
案
が
で
き
る
公
園
整
備
に
着

手
し
ま
し
た
。
こ
の
広
場
は
、
黒
柳
徹
子

氏
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、『
窓

ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
に
描
か
れ
て
い

る
「
電
車
の
教
室
」
を
再
現
し
、
全
体
と

し
て
「
ト
モ
エ
学
園
」
の
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
電
車
内
部
に

は
絵
本
を
中
心
と
し
た
児
童
書
を
配
架
し

図
書
室
と
し
て
開
放
す
る
と
と
も
に
、
当

時
の
教
室
の
雰
囲
気
を
再
現
し
た
、
休
憩

と
読
書
が
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
を
中
心
と
し

た
農
業
体
験
ゾ
ー
ン
で
は
、
地
元
の
農
業

関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実
際
の
農

作
物
の
収
穫
体
験
を
含
め
、
地
場
産
の
農

作
物
を
使
っ
た
郷
土
料
理
や
行
事
食
の
体

験
が
で
き
る
ほ
か
、
観
光
情
報
発
信
の
拠

点
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
地
元
農
家

の
皆
さ
ん
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
機
能

も
果
た
し
、
周
辺
観
光
施
設
や
飲
食
店
と

共
に
農
業
と
観
光
の
両
面
が
活
性
化
す
る

よ
う
に
機
能
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
２
０
１
６
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
順
調
に
本
公
園
の
工
事
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
開
園
後

に
は
「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
広
場
」
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
広
く
世
界
中
の
方
々
に
親
し

ま
れ
る
公
園
と
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
と
観
光
客
の
ふ
れ
あ
い
の
空
間

と
し
て
、
松
川
村
の
各
産
業
を
活
性
化
さ

せ
る
新
た
な
観
光
拠
点
と
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
。

平ひ
ら

林ば
や
し

　
明あ

き

人と

長
野
県
松ま

つ

川か
わ

村
長

“
住
ん
で
み
た
い

　
住
ん
で
良
か
っ
た
”

魅
力
あ
る
村
を
目
指
し
て



町 村 週 報（第三種郵便物認可）

ご契約のお車が、事故・故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者
にお取り次ぎし、レッカーや30分程度の緊急修理などを手配します。

・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）までお問い合せください。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

SJNK14-12003(2014.11.21作成）

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX
株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

　●バッテリー上がりや、キー閉じ込み、ガス欠など

無料ロードサービスがついてきます。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42
・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

平成27年10月26日　20第2938号


